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1 は じ め に

宮城県では小麦奨励品種「ゆきちから」を2003年奨励

品種に採用したが,「ゆきちからJは製バン適性が高く,

実需者等から収量とともに高いタンパク質含有率が求め

られる。これまで,他のパン用小麦品種において,タ ン

パク質含有率の向上には穂揃期の窒素追肥が効果的であ

り,また,窒素栄養状態を把握したうえでその後の追肥

量を判断する事が望ましいことが報告されているltそ

こで,本試験では「ゆきちから」の収量・タンパク質含

有率等に対する穂揃期生育量および穂揃期追肥量との関

係を調査した。

2試 験 方 法

試験は宮城県古川農業試験場内ほ場 (灰色低地土)に
おいて,小麦「ゆきちから」を2005年 の10月 13日 および

27日 に機械播種し,条間25cnl,播 種量は8g/ぶ (10月 13

日),9g/ぶ (10月 27日 )と した。基肥は窒素成分8g/ゴ ,

追肥は宮城県の主要品種シラネコムギ慣行をベースに幼

穂形成期2水準 (窒素成分25,5g/ぶ),減数分裂期2水準

(窒素成分5.10g/ぶ ),穂揃期3水準 (窒素成分25,5.10

g/ぶ)を組み合わせた。また,調査区は一区12ボ,3反

復とした。調査方法は,各試験区の穂揃期の小麦生育量

について,稗長,穂数,葉色 (SPAD値 ),窒素吸収量を

調査し,稗長×穂数 (以下,生育量とする),稗長×穂

数×葉色 (以下,栄養診断値とする)を算出して収穫後

の子実重,タ ンパク質含有率との関係を調査した。

(2)穂揃期栄養診断値と窒素吸収量の関係

栄養診断値と窒素吸収量は正の相関関係が見られ

(R2=0611t'.n=22)(図 1),栄養診断値が窒素吸収

量を反映した値であることが示された。健全に生育

した小麦の場合には窒素吸収量と子実収量との間

に密接な相関が認め られるとの知見 もあることか

ら,「 ゆきちか ら」においても栄養診断値か ら収量

に関しての追肥判定が行える可能性が考えられた。

(3)穂揃期栄養診断値と収量との関係

穂揃期栄養診断値と収量の間に正の相関関係がみ

られた (R2・ 0597・・.n=24)が ,穂揃期追肥量による

収量への影響は見 られなかった。この結果から,収
量に関しては穂揃い期追肥の効果は認め られず,一
定以上の収量を得るには穂揃期の栄養診断値を確保

することが重要であると考えられた。

(4)穂揃期栄養診断値とタンパク質含有率の関係

同等の栄養診断値の場合,追肥量の多い区でタン

パク質含有率が高くなり,穂揃期追肥のタンパク質

含有率への効果が認められた。また,25,5kg/10h
追肥区では栄養診断値とタンパク質含有率との間に

負の相関関係が見 られた。これは,栄養診断値が高

い場合,同等のタンパク質含有率を確保するために

より多くの追肥が必要であることを示していると考

えられる。例えば,タ ンパク質含有率 14%を確保す

るためには,栄養診断値が 100万 の場合,追肥量25
kg/10a,150万 であつた場合,5kg/10aの追肥が必要

であると考えられた。
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3 試験結果及び考察 以上の結果から,「 ゆきちか らJにおいて,一定

以上の収量を確保するためには穂揃期生育量の確保

(1)穂揃期の各形質と収量 (子 実重)の相関関係 が必要である。また,タ ンパク質含有率の向上には

穂揃期の追肥量によりややばらつきは見 られる 穂揃期追肥が有効であり,栄養診断値に合わせた追

ものの,全体でみると穂数,葉色,生育量,栄養診 肥量の設定が必要であると考えられた。

断値で子実重との相関関係がみられ,なかでも栄養

診断値が最も高かった (R2=074'・
1.n=24)(表

1)。 引用文献
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表 1 穂揃期の各形質と子実重の相関関係

黒J蔦
『 考;較  稗長    穂数    葉色    生育量   竜薦鼈

2 5       5      0 70        0 44          0 05         0 75  *      0 86  1

子実重 5   7  053   010 0 78   1    0 30 046
0 79  ,1,,  071 **
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e12
ゝlo

注 1)葉色はSPAD値 ,生育量は稗長×穂数,栄養診断値は稗長×穂数×葉色

注 2)表中1は 5%,"は 1%.*|ホ は05%の水準で有意であることを示す
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図 1 穂揃期栄養診断値と窒素吸収量の関係
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図 2 穂揃期栄養診断値と収量との関係

注)● ,日,▲は10a当 たり穂Fli期 追肥量がそれぞ

れ25,5,10 kgで あることを示す。
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図 3 穂揃期栄養診断値と子実タンパク質含有率の関係

注)凡例は図2に同じ。
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